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Cyanidin 3-(2-(2-sinapoyl-3-glucosyl)-xylosyl-6-coumaloyl)-glucoside

* A9 までの構造は同じアブラナ科のシロイヌナズナのアントシアニンと一致しているため、シロイヌナズナで明らかにされている代謝経路を示す。
バージニアストックの最終アントシアニン構造に至るまでの経路は不明。

バージニアストックにおける推定アントシアニン修飾経路


